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はじめに

豚繁殖・呼吸器障害症候群（porcine reproductive 

and respiratory syndrome；以下 PRRS）は、妊娠豚

の死流産や虚弱子分娩などの繁殖障害と、育成豚の呼

吸器障害を主徴とする疾病である 6)。PRRSの発生に

よる経済的な損失に関する報告は比較的少なく、海外

における過去の複数の研究をまとめた報告では、

PRRSの発生により母豚１頭当たり平均＄２５５の損失

があるとしている 4)。また米国における研究では、

PRRSの発生があった農家の発生期と非発生時の分娩

率、事故率、増体量等の疫学指標を比較し、その差違

と各生産ステージの豚の価格や頭数などから、全米で

年間５６０億円（１＄＝￥１００換算）の損失を推定してい

る 4)。我が国においては、１９８７年に群馬県の養豚場に

て PRRSの初発と思われる症例が認められ 2)、以後全

国の養豚場に感染が拡がり臨床現場で大きな問題と

なっている 3)。しかしながら、わが国における PRRSに

よる経済損失を算出した報告は少なく、その被害実態

について不明な点が多かった。そこで今回、養豚農家

から得られる各種疫学指標を用いて経済的な損失を算

出する手法を開発し、研究対象とした特定農家（n＝

６）における PRRSの発生に伴う経済損失を算出した。

なお、PRRSが引き起こす各種臨床症状は、PRRS以外

の多くの病原体が複合的に関与して発病すると言われ

ている 6）。したがって PRRSのみによる経済損失の算

出を行うのは極めて難しく、当稿においては、他の感

染症による影響も含めて PRRSウィルスが確認された

豚繁殖・呼吸器障害症候群としての損失の算出を行う

事とした。

１　PRRSの発生による経済損失の算出手法の確立

１－１　算出の基礎となるデータ

経済損失の算出の基礎となるデータは、養豚農家の

生産記録、畜産統計、豚の飼育に関する図書、獣医師

や農家との連絡などから得た。まず PRRSの発生によ

る事故率や流産・死産数や育成豚の増体の変動などを

調べるため、農家の生産記録を収集した。肥育豚の出

荷価格や出荷時の平均体重などのデータは、畜産統計

等の資料を参考にした。各農家におけるワクチンプロ

グラムやワクチン代、その他衛生管理に関する各種の

情報は、農家を訪問する獣医師から得た。農家で用い

ている肥育日数別の飼料摂食量や飼料価格などは農家

から収集し、必要に応じて養豚生産に関する図書の

データを用いて日齢別平均飼料摂取量を定めた 1)。と

場への豚の運搬費、と殺費用、その他生産に関わる各

種の情報も農家から得た。

１－２　事故率の変動による損失の算出

生産ステージは、哺乳期（分娩から１８－２７日齢ぐら

いまでの離乳時まで）と離乳期（離乳時から７５日齢ぐ

らいの肥育期に入る時まで）と肥育期（７５日齢ぐらい

から出荷時まで）の３つのステージに分けた。それぞ

れのステージごとに、PRRS発生時と非発生時の事故

率の指標との差違を求めて損失の算出を行った（図１）。

例えば哺乳豚の事故率が非発生時において１５％であ

り、PRRS発生時に２５％に増加した場合、事故率が１０％

増加した事になる。この事故率増加分１０％にその月の

生存産子数１，０００頭を掛けることにより、PRRS発生に

よる余剰の哺乳豚死亡数１００頭が得られる。この１００頭

はすべてが出荷まで育成されず、非発生時でも離乳期、

肥育期において一定の割合の豚が事故により減少する

ことが考えられる。したがってこの減少分を差し引く

必要があるので、余剰の哺乳豚死亡数１００頭に離乳期生

存率（１－離乳期事故率）と肥育期生存率（１－肥育

期事故率）を掛け合わせた数値を、実際に出荷に影響

する頭数とした。図１の例では、離乳期生存率を０．９、

PRRSの発生に関わる呼吸器疾患による経済的な損失調査（６農場を対象にした調査結果）

山根逸郎 1)、呉克昌 2)、石川弘道 3)、高木道浩 1)、吉井雅晃 1)、沖永龍之 1)、

宮崎綾子 1)、鈴木孝子 1)、芝原友幸 1)、久保正法 1)、小林秀樹 1)、恒光裕 1) 

（ 1) 動物衛生研究所　2) バリューファーム・コンサルティング　3) サミットベテリナリーサービス）
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肥育期生存率を０．９５としているため、PRRS発生によ

る哺乳豚の余剰死亡頭数１００頭は、出荷の際には８５．５頭

の減少と算出された（図１右上）。

哺乳豚が死亡した場合には、哺乳期から出荷までの

飼料代は必要なくなり、また哺乳期以降に接種する予

定であったワクチン代や、出荷のために必要な運搬費

用やと殺費用は必要なくなる。そこで哺乳期から出荷

までに必要な生産費用を出荷価格から差し引くため、

図１下のように、哺乳期に死亡した場合の１頭当たり

の損失を、豚の平均出荷価格￥３３，０００（２００６年度畜産

統計 5)から算出）から哺乳期から出荷時までの飼料代、

ワクチン代、運搬費とと殺費用を引いた金額￥１６，０００

とした（注：実際の算出においては、農家ごとにこれ

らの数値は異なるため、この数値は仮の値である。本

稿で用いている他の数値も以下同様）。すると、哺乳豚

の死亡による減少出荷頭数が８５．５頭とすると、１６，０００

円×８５．５頭＝￥１，３７０，０００が哺乳豚の事故率の上昇に

よる経済損失となる。

一方、肥育豚の死亡による損失は、すでに肥育時ま

でに消費した飼料と接種したワクチン代は損失として

計上される事になる。したがって、肥育豚の死亡によ

る損失は、肥育期の中間点（１２０日齢）から出荷時まで

の飼料代と、と場への運搬費用とと殺費用を出荷価格

から差し引いた金額￥２６，０００に、PRRSの発生により

余剰に死亡した肥育豚の頭数を掛けた数値となる。こ

のように哺乳豚に比較して肥育豚の場合は、死亡によ

り無駄となる飼料代やワクチン代が多くなるため、１

頭当たりの死亡による損失が高くなる。同様に離乳豚

の事故率の上昇による損失も、離乳期の中間点（５０日

齢）から出荷時までの飼料代と、１頭当たりの運搬費

用とと殺費用を出荷価格から差し引いた金額に、

PRRS発生により余剰に死亡した離乳豚の頭数（×肥

育期の生存率）という方法で算出した。

なお、多くの対象農家で哺乳期や離乳期の事故率が

冬期に高くなるなど、事故率は季節によって変動して

いたため、PRRS発生時と非発生時の事故率の比較は、

それぞれの月ごとで行った。例えば、ある農家の

PRRS発生時期が６月と７月だとすると、同じ農家の

非発生時の年の６月と７月の事故率の平均と発生時の

事故率との差違を用いて損失を算出した。

１－３　死産率と流産数の増加による損失の算出

PRRSの発生による死産の増加による損失の算出方

法は、事故率の上昇による損失の算出方法に類似する

下記の公式により算出した。

死産の増加数　Δ①＝　

PRRS発生時の死産率の増加分（PRRS発生時と非発

生時と比較して）×その期間の総産子数
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死産の増加による減少出荷頭数　Δ②＝　

死産の増加数Δ①×哺乳期生存率×離乳期生存率×

肥育期生存率

死産の増加による損失額＝

死産の増加による減少出荷頭数Δ②×（出荷価格－

出生から出荷までの飼料代－すべてのワクチン代－

出荷にかかる運搬費とと殺費用）

一方、PRRS発生による流産の余剰発生数は下記の

式により算出した。

流産の余剰発生数＝

（PRRS発生時の月当たりの平均流産発生数－非発

生時の月当たりの平均流産発生数）× PRRS発生期

間（月）

この流産の余剰発生数に１分娩における平均生存産

子数を乗じた数値が、流産の増加により失った新生子

豚数となる。この数値は、上記の「死産の増加数Δ①」

と同等とみなすことが可能で、以下死産の増加による

損失額の式と同一の方法で流産の増加による損失額を

算出した。

１－４　PRRSの発生に伴う発育不良による損失の算出

方法

PRRSが発生すると育成豚の成育が悪くなることが

知られている 6)。育成豚の成育を表す指標として飼料

要求率（生体１kg 生産するのに必要となる飼料量

（kg）；feed conversion rate、以下 FCR）や、１日当

たりの増体量（daily gain、以下 DG）が用いられる。

そこで、PRRS発生期間中に上昇した FCRあるいは減

少した DGの数値から、育成豚の成育不良による損失

を算出した。

１－４－１　FCRの増加による損失

FCRの増加による損失は、下記の公式で算出した。

なお FCRを記録していた対象農家においては FCRを

月ごとに算出していたため、FCRの増加による損失は

PRRS発生期間中にFCRの増加があった月ごとに計算

し、それぞれの月ごとの損失を合計した。

PRRS発生期間中の FCR増加分Δ①＝　

PRRS発生期間中の FCR－非発生時の FCRの平均

１頭当たりの余剰飼料摂取量Δ②＝　

PRRS発生期間中のFCR増加分Δ①×当該月の平均

出荷体重

農家当たりの余剰飼料量Δ③＝

１頭当たりの余剰飼料摂取量Δ②×当該月の出荷頭

数

FCRの上昇による損失額＝

農家当たりの余剰飼料摂取量Δ③×対象農家の全肥

育期間の飼料単価（/kg）

例えば、FCRが非発生時の２．７が３．２に上昇した場合、

出荷する動物の生体体重を１kg増やすのに０．５kg余

分に飼料が必要になる。この農家の出荷体重が１１７kg

であった場合、１頭当たり５８．５kg（１１７kg ×０．５）の

余剰な飼料が必要になり、この月の出荷頭数が９００頭で

あれば、月当たりの余剰飼料総計は５２，６５０kg（５８．５kg

×９００頭）となる。もし飼料単価が￥４５/kgだとすると、

FCRの増加に伴い１ヶ月当たり￥２，３６９，２５０（５２，６５０ 

kg×￥４５）の損失が算出される。

１－４－２　DGの減少による損失の算出方法

１日あたりの DGの減少による損失の算出は、出荷

体重の変動に合わせて下記の２種類のどちらかの方法

で行った。なお増体量は一定期間（１ヶ月や１週間）

ごとに集計されていたため、DGの減少による損失は

それぞれの期間ごとに算出し、その合計を総損失とし

た。

算出方法１　出荷体重が変動せずに出荷日齢が延長し

た場合

養豚農家では、肥育中に達成した体重を目安に出荷

の判断をする場合が多い。例えば、図２のように、Ｄ

Ｇが０．６５（kg/day）から０．６（kg/day）になった場合、そ

れまで出荷体重１１７kg、出荷日齢１８０日で出荷していた

ものが、体重１１７kgで出荷するために、飼育日数が１９５

日（＝１１７kg ÷０．６（kg/day））必要になる。よって、

出荷までの余剰にかかる飼育日数が１５日（１９５日－１８０

日）となり、育成豚の１頭１日当たりの平均飼料費が

￥８０とすると、１頭当たりの余剰飼料費が￥１，２００（１５

日×￥８０）となる。DGは上記で述べた一定期間内に

出荷されたすべての豚の平均体重と平均出荷日齢から

算出されるため、余剰飼料費は DGが減少したそれぞ
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れの期間に出荷されたすべての豚に当てはまる。した

がって、DGを測定した期間の出荷頭数が９００頭とする

と、その期間の損失は、￥１，０８０，０００　（￥１，２００×９００

頭）になる。

算出方法２　出荷日齢が変動せずに、出荷体重が減少

した場合

飼育施設のスペースに限りがあるなどの理由により、

DGが減少することにより出荷体重に満たない豚の出

荷を余儀なくされる事もある。このような場合には、

その農家における非発生時の出荷体重と減少した出荷

体重の差から損失を算出した。例えば、非発生時の出

荷体重が１１７kgである農家において、PRRS発生時の

出荷体重が１０９kgになった場合、１頭当たり８kgの生

体体重の損失が見込まれる。その時点での生体の１頭

当たりの単価が￥３３，０００とすると、生体１kgの単価が

￥２８２（￥３３，０００÷１１７kg）になる。生体体重の損失が

８kgであると、１頭当たりの損失は￥２，２５６（８kg×

￥２８２）となり、DGを測定した期間の出荷頭数が９００頭

とすると、その期間の損失は￥２，０３０，４００（￥２，２５６×

９００頭）になる。

２　対象６農家における PRRS発生による経済損

失の算出

１で解説した手法を用いて、研究対象とした６農家

における過去あるいは調査期間中の PRRSの発生によ

る経済損失の算出を行った。対象６農家の飼養規模や

飼育形態、PRRSの発生状況は下記の通りである。

２－１　A農家

調査開始時点（２００６年４月）において、母豚約５００頭

を飼育する一貫経営の農家であった。育成豚の生産サ

イクルは、０－２８日齢までが哺乳期、２８－７５日齢が離

乳期、７５日齢－出荷時を肥育期としており、１８０日齢ま

でに体重１１２kgを達成する目標を立てていた。哺乳期

や離乳期は粉ミルクや配合飼料を中心に投与していた

が、肥育期においてリキッドフィーデングを行ってい

た。２００６年９月から２００７年２月にかけて、哺乳豚、離

乳豚、肥育豚の著しい事故率の上昇を主徴とする

PRRS の発生が認められ、離乳豚の事故率は最高で

１ヶ月当たり５０％を超える事もあったが、その間に流

産や死産の増加は認められなかった。この育成豚の呼

吸器症状を主徴とする PRRSの発生により、A農家に

おいては哺乳豚や離乳豚の継続的な飼育は無理と判断

され、２００７年１月以降母豚への種付けを中止し、順次

母豚数を減少させ、２００７年５月以降肥育専門農家と

なった。なおA農家はF農家と同一の大きな養豚系列

企業の１部で、系列の他の農家で生産された子豚を肥

育専門として飼養することが可能であった。
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２－２　B農家

B農家は調査開始時点において、母豚約５００頭を有す

る一貫経営の農家で、繁殖肥育を一貫で行う本場と、

肥育を専門に行う第２農場の２カ所に分かれていた。

母豚の更新は完全自家産にしており、外部から母豚を

導入することは、雄の種豚を除いて全く行っていな

かった。育成豚の生産サイクルは、０－２１日齢までが

哺乳期、２１－７０日齢が離乳期、７０日齢－出荷時を肥育

期とし、１８０日齢までに目標体重１１０kgを達成するよう

にしていた。飼料は配合飼料を中心に給与していた。

PRRSは１９９１年に１回目の発生があり、日本で最初に

PRRSが報告された時期と一致していた。一番最近で

は、２００４年８月から２００５年４月にかけて、流産多発と

死産率の増加、育成豚の事故率の上昇と飼料要求率の

上昇など、複数の症状が認められる PRRS の発生が

あった。

２－３　C農家

C農家は母豚約６００頭を有する一貫経営の農家で、繁

殖母豚を調査開始（２００６年４月）直前に２００頭から３００

頭に増やした C1農場と、以前より母豚３００頭規模で飼

育していた C2農場に分けられる。育成豚の生産サイ

クルは、０－２８日齢までが哺乳期、２８－７０日齢が離乳

期、７０日齢－出荷時を肥育期としており、１８５日齢まで

に目標体重１１０kgを達成するようにし、１００％配合飼料

の投与であった。当農家における PRRSの発生は、C1

農場において２００４年１１月から２００５年５月まで、C2農

場において２００５年１月から１２月までの期間であり、発

生に伴う臨床症状は離乳豚と肥育豚の事故率の上昇と

DGの減少などであった。

２－４　D農家

D農家は母豚約２３０頭を有する一貫経営の農家で、育

成豚の生産サイクルは、０－２５日齢までが哺乳期、２５

－７５日齢が離乳期、７５日齢－出荷時を肥育期としてい

た。生産される雌豚の６割が種豚として近隣の農家に

販売されており、残りの育成豚は１９０日齢までに目標体

重１１０kgを達成するようにしており、飼料は１００％配合

飼料を用いていた。当農家では過去に浮腫病、増殖性

腸炎、オーエスキー病などの問題が発生していたが、

PRRSの発生は確認されておらず、この農家は PRRS

の発生による経済損失の算出対象から外された。

２－５　E農家

E 農家は母豚約１，９００頭を有する一貫経営のメガ

ファームで、育成豚の生産サイクルは、０－１７日齢ま

でが哺乳期、１７－７０日齢が離乳期、７０日齢－出荷時を

肥育期としていた。この農家は大規模なリキッド

フィーデングシステムを活用しており、出荷時の日齢

の平均は１７５日、出荷体重の平均は１１８kgと良好な DG

を維持していた。当農家における過去の PRRSの発生

は１９９７年１１月から２０００年６月の間で、離乳豚の事故率

の上昇と増体量の減少のみが認められた。

２－６　F農家

F農家はA農家と系列の農家で、A農家が肥育専門

農家となったため、調査途中から対象農家として加え

られた。この農家は生産を開始したのが２００５年と比較

的新しく、繁殖母豚１，１００－１，２００頭を有する繁殖と哺

乳期の育成のみを行う農家で、哺乳期（出生から２５日

齢前後）が終わった子豚は、１０km程離れた場所にあ

る系列の肥育専門農家に搬送されていた。当農家では

２００６年１月から２月に、流産の多発と哺乳豚の事故率

の上昇を主徴とする PRRSの発生が認められた。なお

当農家は繁殖専門農場であるため、PRRS発生に伴う

経済損失の算出において、離乳期以降の諸費用は系列

の A農場の数値を代用した。

２－７　対象農家における経済損失の算出

対象６農家のうち調査期間中に PRRSの発生があっ

た農家（A農家）と、過去に PRRSの発生のあった農

家（B，C，E，F）から各種データを収集し、１で解

説した方法により PRRS発生期間中の経済損失を算出

した。A農家においては短期間における急激な育成豚

の事故率の上昇による大規模な損失が認められ、B，C

農家では発生に伴い複数の臨床症状が認められ、比較

的低規模な事故率や死産率の上昇が長期に亘って持続

することによる損失が認められた（図３）。一方、E農

家においては離乳豚の事故率の上昇と増体の減少のみ

が長期に亘って認められ、F農家では短期間の流産の

多発による損害が大きく認められた（図３）。この結果、

５農場の損失の総額は１億８，１００万円となり、母豚５００

頭以上飼育する農家において１回 PRRSが発生すると

最低でも１，５００万円の損失が認められ、農家ごとに発生

期間や臨床症状別の損失のパターンが異なっている事

が明らかになった。このように、対象とした農家にお

ける PRRSの発生は、育成豚事故率上昇型、流死産多
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発型、増体量の減少型、あるいはこれらの複合など、

農家ごとに臨床症状別の経済損失のあり方が異なって

いた。

おわりに

当研究課題は、農林水産省の「先端技術を活用した

農林水産研究高度化事業（豚繁殖・呼吸器障害症候群

の制御のための飼養管理衛生技術の高度化）（２００６－

２００８年）」の事業の支援を受け、日本養豚開業獣医師協

会との共同研究で行われた。関係諸機関と協力頂いた

農家に深く感謝致します。なお当課題においては、全

国の養豚場における PRRSによる経済損失の算出を目

的に行っており、２００８年度は日本養豚開業獣医師協会

との共同研究で、より広範囲な地域の農家（n＝１２１）を

対象に、２００６－２００８年の間の PRRSの発生の有無や発

生期間、発生に伴って認められた臨床症状などに関す

るアンケート調査を行った。現在、この調査結果と本

論文のデータを元に、全国の養豚場における PRRSに

よる経済損失の算出を行っている。その内容の詳細に

ついては、次号に掲載する予定である。
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